
モクズガニ科のケフサヒライソモドキ
（ ）は内湾や河

口の転石下に生息する小型種である．本種は，国
内では奄美大島，与論島，石垣島，八丈島などか
ら知られていた（和田， ）．近年，野元・和
田（ ）は，高知県春野町の甲殿川で 個体を
採集したが，これが九州以北の初記録である．さ
らに，野元（ ）は和歌山県串本町の田並川産
の 個体に基づき，本種の本州初記録を報告した．
村岡（ ）によれば，酒井恒博士が高知県土佐
清水市と土佐湾で採集したそれぞれ 個体が神奈
川県立生命の星・地球博物館に保管されている．
しかしながら，土佐清水産の個体の詳細な産地と
採集年月日は不明であり，また，土佐湾産の個体

は 年に採集されたものの，産地の詳細は不明
である（村岡， ）．このように，四国におけ
る本種の情報はきわめて少ない．
著者らが実施している南四国の感潮域ならびに

内湾の潮間帯に生息する短尾類の調査で，土佐清
水市と愛媛県宇和島市で本種の標本がそれぞれ
個体採集された（ ）．これらは南四国にお
ける本種の動物地理学上の貴重な発見と考えられ
るので，以下に報告する．
土佐清水産の標本は礫の下から素手で採集され

た．宇和島市産の標本は，川底の礫をかき混ぜ，
流下物を小型の網で受け取ることにより採集され
た．標本は四国自然史科学研究センター甲殻類標
本（ ）として保管されている．
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（ ， ）
ケフサヒライソモドキ

（ ）

調査標本（ 個体） ， ，甲
幅 ，甲長 ，高知県土佐清水市益野川，

河口から約 上流（ ，
）， 年 月 日 ，抱卵 ，
甲幅 ，甲長 ，愛媛県宇和島市来村川，
河 口 か ら 約 上 流 （ ，

）， 年 月 日．
記載 甲は平坦で，無毛．額の中央部はわずか
に凹む．前側縁はゆるく張り出し，眼後歯を除い
て 歯を備えるが，後方の歯は不顕著．雄の鉗脚
の両指の基部には軟毛の束があるが，雌はこれを
欠く．前側縁の側面，鉗脚と歩脚の長節の前縁の
体側側に軟毛が密生する．歩脚の長節前縁に棘が
ない．外顎脚の座節と長節は横の線で接し，外顎
脚の外肢は座節より幅が広い．
備考 本調査標本は酒井（ ），和田（ ），
三宅（ ），野元・和田（ ），野元（ ）
のケフサヒライソモドキの記載とほぼ一致する．
益野川は足摺岬の西方に位置する流程 の

小規模河川である．河口の右岸に小集落があるが，
これより上流の集落は約 離れており，この
間，河川は田園地帯を流れる．標本は河口部の左
岸で，干潮時の礫の下から採集された．本種と同
時に礫の下から採集された短尾類は，ヒメアカイ
ソガニ ，タイワンヒライソ
モドキ ，ヒメヒライソモドキ

， ヒ ラ イ ソ ガ ニ
，ケフサイソガニ

である．
来村川は流程約 の小規模河川で，下流域の
約 は市街地を流れる．本種と同時に礫の下か
ら採集された短尾類は，タイワンヒライソモドキ
とケフサイソガニである．
野元・和田（ ）は，高知県春野町を流れ，
土佐湾に流入する甲殿川で本種を得ており，同時
に採集された種としてタイワンヒライソモドキ，
ケフサイソガニ，ハシリイワガニモドキ

を上げている．この地点は著者
らの甲殿川の調査地点とほぼ一致し，タイワンヒ
ライソモドキとヒメヒライソモドキが確認されて
いる（山本ほか， ）．同様の地点で，著者ら
（未発表）はケフサイソガニとヒメアカイソガニ
を確認しているが，ハシリイワガニモドキは確認
されていない．本種の本州初記録となった和歌山
県串本町の田並川では，ケフサイソガニ，タイワ
ンヒライソモドキ，ヒメヒライソモドキが確認さ
れている（野元， ）．

山本ほか



山本ほか（ ）は高知県全域の河川の感潮
域と内湾の潮間帯の短尾類を調査したが，その調
査地点数は高知市浦戸湾で 地点，土佐市と須崎
市にまたがる浦ノ内湾で 地点，これら以外は
地点であった．また，山本ほか（ ）は徳島
県南部の 河川の感潮域と内湾 地点の潮間帯の
短尾類を調査している．山本ほか（ ， ）
の調査地点で本種が確認されたのは野元・和田
（ ）による甲殿川と，本研究における益野川
にすぎない．愛媛県側の渭南海岸では，山本ほか
（ ）により， 河川の干潮域と内湾の干潟で
短尾類の調査が実施された．しかしながら，本種
が確認されたのは来村川のみである．高知県と愛
媛県で本種と同時に確認されたケフサイソガニ，
タイワンヒライソモドキ，ヒメヒライソモドキは
ごく普通種である．このことから，本種の産地と
個体数がきわめて少ないのは明らかであるが，野
元・和田（ ）と野元（ ）にみられるよう
に，本種の出現記録は着実に北上している可能性
が考えられ，南四国においても本種の今後の動向
に注目する必要があると考えられる．
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